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愛知池自然観察会 NO.１４３ ２０２５.２.１３ 晴れ/強風 最高 8.8℃ 最低 3.1℃ 参加者９人(小１)

北西の強風が吹き、波頭が白く見えました。風速

１０㍍はあるようです。そのため水鳥の姿はほと

んどなく、林の鳥もあまり出てきませんでした。

強い風を避けるように樹林地や丘の風下を移動

しました。池の南にある田んぼ付近から、百年の

森を通り、防災ヘリコプターの発着する空き地

まで行って戻りました。

ヤママユガの空繭

コナラの高い梢に見え隠れ

していました 。強風にも耐

えています 。それもそのは

ずで繭を作る前に 、糸を束

ねて枝にしっかり絡ませて

いるのです。

冬芽のいろいろ

冬芽の大敵は乾燥です。暖かい

春になっても乾いてしまって

は芽を吹くことはできません。

左のような冬芽(鱗芽)をよく見
りん が

かけます。右下のクサギの冬芽

(裸芽)には 鱗 が見られず、もと
ら が うろこ

は南の植物であったからのよ

うです 。冬芽の下に見えるの

は、葉痕 (葉が落ちた痕 )です。木によ
ようこん

あと

って模様 (維 管 束 痕 )が違い、顔の
いかんそくこん

ように見えるものがあります。

鱗のようなものをか

ぶった冬芽(左から、

コ ナ ラ 、 フ

ジ、ソメイヨ

シノ、ミヤマ

ガマズミ、サ

ワ フタ ギ ) 、

(右下)クサギ

クスノキホソガ？食痕

ネットではこれが該当しまし

た。ホソガは正に細い蛾です。

←ナラウススジ

ハマキホソガ

(自前ではこのホ

ソガのみ)

右下にオオバン

カワウの営巣する島が風よけ

になっています。風下側は波

穏やかで、その外側に波頭が

見えます。境目は水底までか

き混ぜられるのか土の色をし

ています。ここでかろうじて

オオバンを見つけました。
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植物 田んぼ（コオニタビラコ、オオイヌノフグリ、オランダミミナグサ、カラスノエンドウ）、冬芽（アキニレ、イボタ、コ

ナラ、ムラサキシキブ、アカマツ、サワフタギ、クサギ、ミヤマガマズミ、ヤマモモ、ユキヤナギ、フジ、スイカズラ等）、

苔（エゾスナゴケ、ハイゴケ）、 昆虫 蛾の幼虫(オオミノガ）、ヤママユ繭、クスノキホソガ食痕、ホタルガの繭(ヒサカ

キ)、ムネアカハラビロカマキリ卵のう、オオカマキリ卵のう、カメムシ類(ツヤアオカメムシ、クリオオアブラムシ卵、チュ

ウゴクアミガサハゴロモ産卵痕、蝉羽化殻（ツクツクボウシ、ニイニイゼミ）、蜘蛛 ジョロウグモと卵のう、ナガコガネグ

モ卵のう、ウヅキコモリグモ､ 鳥 ミサゴ、ジョウビタキ雄、シロハラ、ハシボソガラス、ヒヨドリ、メジロ、シジュウカラ、オ

オバン、カルガモ、その他 虫こぶ（イスノキエダチャイロオオタマフシ、イスノキエダナガタマフシ、イスノキハタマフ

シ）、菌（アラゲキクラゲ、背着性のきのこ、地面の地衣類２種)、カメの卵殻、ミミズ糞(田んぼ)、モグラ塚

次回：３月１３日(木)最終日 午前9時30分 水資源機構・P前 雨天中止 参加費100円

ニセアカシアの冬芽？

薄くなっている所は葉の落ち

た痕で、その上にあるはずの

冬芽が見当たりません。この

木の冬芽は葉痕の下に隠され
ようこん

ています。

2/14 の愛知池

で見たミサゴ

遠くから 、脚

で獲物をつかん

でいるのが分か

り、近づいて来

たので魚の形が

分かりました。

鯉のような大きな魚で意気

揚々と運んでいるようでした。

ミサゴは前日(13 日)にもいた

のですが、波高く狩りは困難

ではないかと思っていました。

ウヅキコモリグモの雌

ウヅキは「卯月」で陰暦４月で

す。春から秋まで畑や田んぼ

で普通に見られます。暖かく

なる頃、雌がおなかの先に卵

のうを付けて走り、その後孵

化した子グモを背中に乗せて

いるのを見るようになります。

ツヤアオカメムシ

緑色で、最近一番よく見かけ

るカメムシです。似たものに

(下左 )アオクサカメムシと

( 右 )ミナミ

アオカメム

シがいます。

ホタルガの繭 (幼虫で越冬)

幼虫がヒサカキの葉を食べる

ホタルガのものだと思われま

す。普通は葉が上に被さって

いるのですが何かの拍子に開

いてしまったも

ののようです。

カルガモ

北側の岸近くにいました。こ

の風でカモ類が見られず、オ

オバン以外で唯一見つかった

水鳥です。雄と雌で違いはあ

りません。渡りをしない大型

のカモでい

つでも見ら

れます。


